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ソゾ属植物の表皮細胞聞にみられる

原形質連絡と種の分類

斎藤譲*

Y. SAITO: On the Secondary Pit-connections among the 

Cortical Cells of some Japanese Species of Laurencia， 
with Special Reference to their Systematic Signi五cance

筆者は数年来，Laurenciaソゾ属植物の有性体と四分胞子体を採集して

形態学的研究を進め，種々の知見を得て近く発表する予定であるが，ここで

は特に興味を感じた標題のことについて予報したいと思う。

観察した 10種のソゾ属植物のうち，次の 6種には体の表皮細胞聞に縦

方向の二次的連絡がみられる。この連絡は体の縦断面で観察すると明確に認

められるが，ときには表面観でも明らかなこともある。

L. obtusa (Hu~削) LAMOUROUXマギレソゾ

L. intricata LA.MOUROUXモツレソゾ

L. venusta YAMADAヒメソゾ (cf.SAlTO， 1964， Pl. 5， fig. 3) 

L. okamurai YAMADAミツデソゾ (cf.SA1TO， 1965， Pl. 6， fig. 2) 

* 北海道大学水産学部
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Fig. 1. a. La.ureuaa. pinna.ta. YAMADA (Subgenus DUlCt'ur 

1"eneia TOKIDA et SAITO)， A Longitudinal section through 

a branch showing the longitudinal secondary pit.connections 

among th巴 corticalcells. b. La.uTencia. undula.ta. YAMADA 

(Subgenus Cho拘 cl1'Ophyc'tωTOKIDAet SAITO). A long. 

itudinal section through a branch showing the absence of 

secondary pit.connections among the cortical cells 

Fig. 2. a. La.ω-encia. obtllsa. (HUDS.) LAM. A median longitudinal 

section through a stichiclial branchlet (x 33). b. La.llrencia. i:刀-

t1-ica.ta. LAM. Ditto (x 47). c. La.urellciαuηdula.ta. YAMADA. Dit-

o (x 28). d. La.ll7-encia. ca.Ttila.ginea. YAMADA. Ditto (x 28) 
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司

L. niPponica YAMADAウラソゾ

L. pinnata YAMADAハネソゾ (Fig.1， a) 

一方残りの次の 4種には表皮細胞聞に原形質連絡が全くみられないか，

ごく稀である。

L. intermedia YAMADAクロソゾ

L. capituliformis YAMADAマルソゾ

L. cartilag仇eaYAMADAカタソゾ

L. undulata YAMADAコブソゾ (Fig.1，b) 

このように，本属植物は表皮細胞聞の二次的連絡の存否から 2群に分

けることができると思う。

b 
Fig. 3. a. Laurencia intet明zediaYAMADA (Subgenus 

c/.ωf，d1'opl'1ICUS TOKIDA et SAITO). A diagram 
showing the right-angled type of tetrasporangial ar-
rangement in a median longitudinal section through 
a stichidial branchlet. b. Laurencia nipponica YA-
MADA (Subgenus If}ula僻 enciaTOKIDA et SAITO). 
A diagram showing the parallel type of tetraspora~
gial arrangement in a median longitudinal section 
through a stichidial branchlet. 

次に，四分胞子嚢は末端枝から変成した成実技の周心細胞に起源をもつ

ことを L.venusta YAMADAヒメソゾと L.okamurai YAMADA ミツデソゾ

で明らかにしたが (SAITO1964， 1965)，その後の研究によって四胞子体を得

た全部の種で同様であることが知られた。また四分胞子嚢の成実枝中におけ

る配列様式を成実枝の正中縦断面で観察すると，中軸細胞列と胞子襲の列が

ほぼ直角にまじわる直角型 (Fig.3，a)と，中軸細胞列と胞子嚢の列がほぼ平
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行な平行型(Fig.3，b)との 2型を識別できた(斎藤， 1963)。その報告で

はL.inter明 ediaYAMADAクロソゾと L.capituliformis YAMADAマルソゾ

の2種が直角型であったが，その後の研究によってあらたに L.cartilaginea 

YAMADAカタソゾ (Fig.2， d)とL.undulata YAMADAコブソゾ (Fig.2，c) 

の2種が直角型を示すことが明らかになった。また平行型は L.okamurai

YAMADAミツデソゾと L.niPponica YAMADAウラソゾの 2種であったが，

その後 L.venusta YAMADAヒメソゾもこの型を示すことが明らかにされ

(SA1TO， 1964)，更に現在までの研究によって L.obtusa (HUDSON) LAMoURoux 

マギレソゾ (Fig.2， a)と L.intricata LAMOUROUXモツレソゾ (Fig.2， b) 

の2種もこれに加わることが明らかになった。

このようにみてくると，四分胞子嚢の配列が直角型を示す邦産4種は表

皮細胞聞に原形質連絡を欠く群に属し，一方平行型を示す邦産5種はすべて

表皮細胞聞に原形質連絡を持つ群に含まれることが知られる。また四分胞子

体が得られなかったため胞子嚢の配列様式をたしかめ得なかった l種，すな

わち L.pinnata YAMADAハネソゾは岡村の図 (1922，Pl. 192， Fig. 6)によっ

て胞子嚢が成実枝の側面に形成されることが知られるので，平行型に属する

と推定される。したがって邦産の平行型の 6種は表皮細胞聞に原形質連絡を

持つ群と一致することになる。

このように，四分胞子嚢の配列様式と表皮細胞聞の原形質連絡の有無と

いう 2特徴にもとずいて本属の種を 2群に分けることができた。この 2群の

どちらが原始形あるいは進化した形を示すかは今のところ断定できないが，

本属内の種の系統と一致した分け方と信ずるので，この 2群をそれぞれ亜属

としたいと思う。

本属をたてた LAMOUROUX(1813)は typespeciesを特に指定しなかっ

たが，山田 (1931)は L.pinnatifida (GMEL町)LAMOUROUXがそれと考えら

れるとしており， KYL凹 (1956)は L.obtusa (HUDSON) LAMOUROUXとして

いる。 どちらも四分胞子嚢の配列が平行型の種であり ，1.. obtusaは表皮細

胞聞に原形質連絡のあることが邦産と英国産の材料で、たしかめられたので，*

表皮細胞聞に原形質連絡があり，四分胞子嚢の配列が平行型である類を Sub-

genus Eul，皿 σenciaTOKIDA et SA1TOマソゾE属と命名したい。 また表皮

* 英国産の材料は時四教授から Dr.P. S. DrXONに依額して入手し検することができ

た。ここに Dr.P. S. DrXONに感謝の意を表する。
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細胞聞に原形質連絡がなく，四分胞子襲の配列が直角型である類は一般に体

がかたく，軟骨質などで， Subgenus Chondr，申 hyc，回 TOKlDAet SAI叩 カ タ

ソゾ亜属の名をあたえたいと思う。

また従来の山田 (1931)による 4つの Sectionはすべて残し，ただこれ

まで SectionCartilagineaeに所属していた種のうち L.obtula (HUDSON) 

LAMOUROUXマギレソゾと L.intricata LAMOUROUXモツレソゾとはこの

Sectionの基本種である L.cartilaginea YAMADAカタソゾとは別のE属に

入れられることになるので， J. AGARDHの設けた SectionObtusaeをこの 2

種のために復活させ，合計5つの Sectionとした。

以上の観点から， Subgenusと Sectionを分け，それぞれに所属する種

邦産ソゾ属 10種の所属する亙属と Sectionの検索表

表皮細胞聞に縦方向の原形質連絡があり，四分胞子議の配列は平行型

. Subgenus 1. Eu，lαurencia TOKIDA et SAITO 

一体は円柱状

一髄細胞の膜に半月形肥厚なし

.. Section 1. Obtusae J. AGARDH emend. TOKIDA et SAITO 

L. obtusa (Huns.) LAM. マギレソゾ

L. intdcata LAM. モツレソゾ

ー鎚細胞の膜に半月形の肥厚あり・・H ・H ・.Section 2. Forsterianae YAMADA 

L. venusta YAMADA ヒメソゾ

L. okamurai YAMADA ミツデソゾ

L. n~仲onica Y AMADA ウラソゾ

ー体は扇圧または扇平...・H ・..……...・ H ・.. Section 3. Pinnatifidae J. AGARHD 

L. pinnata YAMADA ハネソゾ

ー表皮細胞聞に原形質連絡がほとんどなく，四分胞子褒の配列は直角型

…………Subgenus II. Chondroph!lcuS TOKIDA et SAITO 

-表皮細胞は放射状に長七体の横断面で柵状をなす

. Section 4. Palisadae YAMADA 

L. intermedia YAMADA Fロソゾ

L. ca同 uz.グormisYAMADA マノレソゾ

ー表皮細胞は上記のようにならない

. Section 5. Cartilagineae Y AMADA emend. TOKIDA et SAITO 

L. cartilaginea YAMADA カタソゾ

L. undulata Y AMADA コブソゾ
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を配列した検索表を作ってみた。

以上は予報であって，正式な報告は後日に譲りたい。終りに御指導と本

稿の校聞を賜わった時田係先生に深く感謝するとともに，有益な御意見をい

ただいた山田幸男先生に御礼を申し上げる。

Summary 

As a result of my morphological studies of ten Japanese species of Laurencia， 

1 propose to estab1ish two subgenera in the genus as follows: 

Subgenus 1. Nulaul'encia TOKIDA et SAITO 

Longitudinal secondary pit-connections among the cortical cells present; tetra-

sporangial arrangement is parallel type. 

Subgenus 11. Ch01'bdrQphllcUs TOKIDA et SAITO 

Longitudinal secondary pit-connections among the cortical cells absent or very 

rare; tetrasporangial arrangement is right-angled type. 

The ten species can be classified in these two subgenera and in五veknown 

sections as above shown key. 
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